


































の感情に関わる報告もある（Jellinek, 1997 ; Torii, Fukuda, Kanemoto, Mi-
























































































Suzuki, Katayama, & Yagi（in press）は，これらの問題を解決するために
新しい実験手続きを用いてニオイ知覚がどのように色の影響を受けるのかを明

















2. 3. 1 混合割合推定課題と色の効果
混合割合推定課題（mixture ratio estimation task）は，ニオイ成分間の知
覚が色の違いによってどのように影響を受けるのかを検討するために考案され




















テスト刺激容器（口径 28 mm×高さ 45 mm）の側面には，それぞれブライ
トグリーニッシュイエロー（limonene の一致色）とダークグレイッシュパー
プル（IBCH の一致色）の色カード（幅 60 mm×高さ 30 mm）が貼付けられ














2. 3. 2 嗅覚における色の誘導効果のメカニズム








ニオイの質との連合が強くかつ自動的に生じる（e.g., Demattè, Sanabria, &




成分がより多く推定された（Arao et al., in press のデータを元に改変）
１４５視覚情報によって変化する嗅知覚のメカニズム























land & Sobel, 2006）。たとえば，ニオイの感覚はスニッフィングの強さの違




Sobel, Khan, Saltman, Sullivan, & Gabrieli, 1999）。これには，ヒトの生理
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